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自己 外部

1 15 8
　所のどんな事でも気兼ねなくお話いただくよ
うにしたい。

　家族の面会時や家族会、月報告書などで本
音をお聞きするように、日頃から情報や交流を
続ける。

随時

2 47 19
家族の一番心配なことなので、当初の方針を
決める。

時間と共にADLの範囲が減少すること、心身と
もし衰える事などは、家族に事実として伝え、
当所の出来る範囲、出来ないケアの説明でき
る方針を作成しご理解いただく、たとえば、通
院、入院、点滴などの対応。

家族との面
会時などで

3 8 5
地域の住人として馴染むため、本人との家族
の意向が理念に添いケアに生かせる

運営推進委員の方の協力依頼のため、次年
度の委員会が無駄に終わらない年間計画の
見直し。

2ヶ月に1度

4 43 18 係り付け医の定期的に来所する。
夜間、緊急時の連絡は勿論、定期的に年に2
度の診察の訪問依頼を根気良く依頼する。

根気よく

5 33 14
担当職員により、より細かい利用者のアセスメ
ントで本人の意向を把握する。

毎月の担当者会では、職員全員による介護問
題提供、自立のための新たな問題解決法を定
期的に検討する。

毎月
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特定非営利活動法人　JMACS


